
 

学 長 略 歴 

                                                    

学 歴 

 年      月         事                              項        

 昭和３４年 ４月 東京教育大学文学部文学科英語学英米文学専攻入学 

 昭和３８年 ３月 東京教育大学文学部文学科英語学英米文学専攻卒業 

 昭和４１年 ４月 東京教育大学大学院文学研究科修士課程英文学専攻入学 

 昭和４３年 ３月 東京教育大学大学院文学研究科修士課程英文学専攻修了 

 昭和４７年 １月 ロンドン大学（ウェストフィールド・カレッジ）留学（昭和４７年６月まで） 

職 歴 

 年      月         事                              項        

昭和３８年 ４月 巣鴨高等学校教諭 

昭和３９年 ４月 成蹊高等学校教諭 

昭和４３年  ４月 大妻女子大学文学部専任講師 

昭和４９年  ４月 大妻女子大学文学部助教授 

昭和６１年  ４月 大妻女子大学文学部教授 

昭和６２年  ４月 筑波大学現代語・現代文化学系教授 

平成 ４年  ４月 筑波大学現代語・現代文化学系長・評議員（併任２期４年） 

平成 ８年  ４月 筑波大学企画調査室副室長（併任１期２年） 

平成１５年  ４月 筑波大学名誉教授 

平成１５年  ４月 聖徳大学人文学部英米文化学科教授・学科長 

平成１８年  ３月 日本橋学館大学学長、学校法人日本橋女学館常任理事（現在に至る） 

学会及び社会における活動等 

 年      月         事                              項        

昭和４１年 ４月 日本英文学会会員（現在に至る） 

昭和５２年 ４月 大塚英文学会会員（現在に至る） 

平成１０年１０月 英語圏文学フォーラム会長（平成１５年３月まで） 

平成１２年 ４月 筑波英語教育学会会長（平成１５年３月まで） 

平成１５年 ４月 聖徳大学大学院言語文化学会特別会員（現在に至る） 

平成１９年 ４月 財団法人日本高等教育評価機構「評価員」（現在に至る） 

賞 罰 

 年      月         事                              項        

  

 な          し 

  

 



様式第４号（その２） 

                                                                

教 育 研 究 業 績 書 
 

氏  名    横 山  幸 三 印  

研  究  分  野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

 

文 学 

 

英米・英語圏文学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 教育方法の実践例 

   

特になし。 

 

 

 

 

 

２ 作成した教科書，教材 

 

（１）Edna O’brien: The Rug and Other Stories 
（２）Modern British Short Stories 
（３）Contemporary British Short Stories 
（４）Classic British Short Stories 
（５）British Short Stories of Today 
（６）Modern British and American Short Stories
（７）Modern English Short Stories 
（８）Contemporary British and American Short 

Stories 
（９）British and American Horror Stories of Today
（10）British and American Masterpieces 
 (11) Modern British Women Writers 
 (12) British and American Short Shorts 
 

 

 

1975 年 

1976 年 

1977 年 

1978 年 

1980 年 

1985 年 

1985 年 

1987 年 

 

1987 年 

1988 年 

1989 年 

1990 年 

 

 

単著、短編集の註釈。 愛育社 

田中英史氏との共註。 成美堂 

同上。 

同上。 

同上。 

岩元巌氏との共註。 成美堂 

単著。短編集の註釈。 桐原書店 

岩元巌氏との共註。 成美堂 

 

単著。短編集の註釈。 金星堂 

小栗隆氏との共註。 金星堂 

単著。短編集の註釈。 成美堂 

同上。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

   

特になし。 

 

 

 

 

 

 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

   

特になし。 

 

 

 

 

 

 

５ その他 

   

特になし。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概        要 

１ 資格，免許 

   

中学校教諭一級普通免許状（英語） 

  高等学校教諭一級普通免許状(外国語<英語>) 

 

 

 

 

1963 年 3月 

1968 年 3月 

 

 

東京都知事 と昭３８中１普５４３７号 

東京都教育委員会 昭４３高１普１２７号 

２ 特許等 

   

特になし。 

 

 

 

 

 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

   

特になし。 

 

 

 

 

 

４ その他 

   

特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 概        要 

（著書） 

1 『批評―― 

    文学と言語』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1971 年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究社出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成田成寿教授の還暦記念論文集。掲載論

文は、｢ヴァージニア･ウルフにおける読者

意識｣（pp.150-159）と題して、作家がその

生涯において、３つの事柄に意識的であっ

たことを指摘した。心の内と人間の死と読

者に対してである。読者に対する意識とは、

いかなるものであり、それはどのような背

景から生まれたのか、またそれが彼女の作

品においてどのような意味を担っているの

かという問題を考察した。 

 冨原芳彰、外山滋比古、郡司利男、玉井

東助、倉持三郎、横山幸三 他 

総４１５ページ 

 

2 『伝統と実験―― 

   フォースターと 

    ウルフの世界』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1988 年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成美堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０世紀のイギリスを代表するE.M.フォ

ースターとヴァージニア･ウルフについて

の論考。第一部では、フォースターの主要

な作品の分析を通じて、彼がイギリスの伝

統的な小説手法の実践者であったことを論

証した。第二部では、同時代人であるフォ

ースターとウルフの共通点や相違点につい

て新しい見方を提示した。第三部では、ウ

ルフの代表的な小説と評論を取り上げ、彼

女の主張とそれを具体化した実験的作品の

検討を行なった。 総２１７ページ 

 

3 『戦後イギリス文学』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1988 年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金星堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０世紀英文学研究会の第２論集。掲載

論文は、｢<真実>と<笑い>と<語り>――ウィ

リアム･クーパーの初期３部作について｣

（pp.27-47）である。作者は、戦後のイギ

リス小説史の上で重要な地位を占めていな

がら、日本ではほとんど問題にされていな

い。そこで、彼の作品の特色を指摘して、

彼が「怒れる若者たち」の先駆的役割を果

たしたことを立証した。 

 倉持三郎、横山幸三、目羅公和、大平章、

田口孝夫、扇令子、平野ゆかり、伊藤誓 他

 総２５８ページ 

 

4 『今日の 

    イギリス小説』 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1989 年 12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金星堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０世紀英文学研究会の第３論集。掲載

論文は、｢批評小説の誕生――マルカム･ブ

ラッドベリー『削除』（1987）｣（pp.211-231）

小説家･批評家として著名なマルカム･ブラ

ッドベリーの最新作『削除』という作品が、

全く新しいタイプの小説であることを、彼

の小説化としての足跡をたどりつつ、理論

家としての側面をも参照しながら、考察し

た。 

 船倉正憲、平野ゆかり、山本優子、坂口

明徳、大平章、大熊昭信、伊藤誓、横山幸

三 他 

総２４３ページ 

 



   

                                                                

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 概        要 

 

5 『ミルトンと 

その光芒』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1989 年 12月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金星堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新井明教授の還暦記念論文集。掲載論文

は、これまでほとんど論じられることのな

かったE.M.フォースターの評論についてで

ある。｢E.M.フォースターの評論――混沌か

ら秩序へ」（pp.336-349）と題し、体系的で

はなく、一件断片的にも見える彼の評論の

魅力は、混沌とした世界が秩序に向かって

ゆくところにあり、それが人間フォースタ

ーの全体像につながると解釈している。 

 野呂有子、佐久間良子、田中英史、田口

孝夫、横山幸三 他 

総４４８ページ 

 

6 『現代の英米作家 

１００人』 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

1997 年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

鷹書房弓プレス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンガス･ウィルソン、ジョン･ウェイン、

ウィリアム･クーパー、ウィリアム・ゴール

ディング、ジョン･ファウルズ、ティモシー･

モウの７人の作家について、その生涯･主要

作品リスト･代表的な作品２つを紹介しな

がら、作風の特色とか作家としての問題点

などをろんじたものである。英米作家の最

新情報が満載されている。（pp.22-23、

pp.30-31、pp.62-63、pp.68-69、pp.148-149、

pp.154-155、pp.190-191） 

 大熊昭信、大平章、田口孝夫、田中英史、

長岡真吾、中澤はるみ、横山幸三 他 

総３０６ページ 

 

7 『英語圏文学―― 

   国家･文化･記憶を 

   めぐるフォーラ 

   ム』 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002 年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人文書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監修と論文執筆。文学を国家単位で捉え

る従来の手法ではなくて、現在までに世界

の各地において英語で書かれた文学作品

を、新しい｢英語圏文学｣という枠組みを設

定して読もうとする試みである。国内外の

著名な学者や気鋭の研究社の参加を得て、

多彩な内容の批評論集となった。このとこ

ろ、やや沈滞気味のわが国における文学研

究を活性化するための起爆剤になるのでは

ないかとの評価も得た。（はじめにpp.1-2、

担当ページ pp.396-408） 

別府恵子、竹谷悦子、大熊昭信、巽孝之、

坂口明徳、長岡真吾、腹部千代子、横山幸

三 他 

総４２４ページ 

 

8 『英米の批評･随筆』 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 2005 年 4月 聖徳大学 

 

聖徳大学通信教育部英米文化学科の専門

科目｢英米の批評･随筆｣のテキストとして

執筆したものである。第一部が｢随筆｣、第

２部が｢批評｣、第３部が｢理論｣という構成

で、各作品からの豊富な引用とその詳細な

註釈が特色となっている。著者の懇切丁寧

な解説が受講者の理解に役立っているよう

だ。 総２０３ページ 

 

 



   

                                                                

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 概        要 

（学術論文） 

1 「E.M.フォースター 

『象徴的瞬間』論」 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

2 ｢テーマと手法―― 

続･E.M.フォースタ 

ー論｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 「ヴァージニア･ウル 

フ論――物語性の克

服」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4  ｢戦後英米文学（４） 

：John Wain ｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ｢事実と幻想―― 

   ヴァージニア 

･ウルフ試論」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1966 年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1967 年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1969 年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1969 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1970 年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『成蹊論叢』第５号、

  pp.23-40. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『成蹊論叢』第６号、

  pp.18-33. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ohtuuma Review, №.1

  pp.29-30. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『英語教育』７月号、

  p.47. 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ohtuma Review, No.2 
  pp.22-31. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も自伝的小説であると言われている長

編第２作『いと長き旅路』の中で、主人公

のリッキーに語らせている｢象徴的瞬間｣と

いう考え方が、実は他の作品にも表れてお

り、作者フォースターの一貫したテーマで

あると見做す。その観点から、５つの長編

小説を詳細に分析し、最終作に至って作者

の人生観の完結を確認したことが、１９２

４年以降における彼の小説絶筆の最大の理

由ではないかと推論している。 

 

前記論文を、理論面から実証しようとし

た論考である。１９２７年に発表された『小

説の諸相』は、フォースターの小説論とし

てあまねく知られているが、その理論を彼

の小説に具体的に適用して考察するという

方法論は当時あまり採られなかった。論者

は、フォースターが提唱している小説論が

実際に彼の作品においてどのように応用さ

れているかを実証的に分析し、最終作でテ

ーマと手法の両面が見事に一致していると

いう結論を得た。 

 

ヴァージニア･ウルフは、生来のストーリ

ー･テラーではなかった。また、１９世紀の

作家たちのように、外面描写に満足できる

小説家でもなかった。アーノルド･ベネット

らを非難して｢物質主義者｣と決め付けた一

方で、自らは人間の内面を見詰めることの

大切さを主張したが、代表作の一つとされ

る『ダロウェイ夫人』では、外面描写に代

わって<トンネル工法>と名付けた手法を編

み出したことで、物語性を克服したと評価

した。 

 

戦後のイギリス文学と言えば、｢怒れる若

者たち｣の活躍を抜きにしては語れぬとさ

れているが、その中でもジョン･ウェインの

存在は大きい。詩人として出発した彼が、

やがて人気作家として話題作を次々と発表

して、文壇の中心的人物となったばかりで

なく、学会でも優れた業績をのこしたその

足跡を辿って、今後の動向を占ってみると

いう内容の論考。 

 

｢意識の流れ｣の小説手法で知られるヴァ

ージニア･ウルフは、モダニズムの作家たち

の間で最も難解な作家とされている。しか

しながら、作品と読者の関係から考えてみ

ると、思いがけない側面が発見できる。す

なわち、作品の理解を一方的に押し付ける

伝統的な小説とは異なり、ウルフの作品は

読者の強力を求めるという要素が多い。そ

のことがわかりさえすれば、彼女の作品理

解はさほど難しくはないというのが、その

結論である。 

 



   

                                                                

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 概        要 

 

6 「E.M.フォースター 

の短編について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 「Between the Acts 
序論――主としてそ 

の評価をめぐって」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 「ある変身の物語 

――Evelyn Waugh:  

Men at Arms」 

 

 

 

 

 

 

9 「短編小説の終わり 

について――‘The  

Road from Colonus’ 

を中心に」 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 「学者と小説――戦

後イギリス小説の一

側面」 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

1971 年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1975 年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1978 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

1979 年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1980 年 7月 

 
Otuka Review, No.8 
  pp.84-95. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『大妻女子大学文学部

紀要』第７号、 

  pp.1-13. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『英語教育』３月号、

  pp.46-47. 

 

 

 

 

 

 

 

Ohtuma Review, No.12.
    pp.15-30. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ohtuma Review, No.13.
    pp.50-65. 

 

フォースターは彼の短編を｢幻想｣と呼ん

でいるが、その一方で｢写実的｣な短編も存

在する。長編小説家としてのフォースター

はイギリス小説の伝統的な手法の継承者と

して高く評価されてきたが、それだけに｢幻

想的｣な傾向の強い短編作品との距離が大

きいように感じられる。しかしながら、本

来は詩人的な資質に恵まれていた彼が、そ

の本領を十分に発揮できる分野はむしろ短

編作品ではなかったかという新たな解釈を

提示した。 

 

ヴァージニア･ウルフの最終作である『幕

間』は、これまでに批評家の間でその評価

が大きく分かれてきた。彼女の最高傑作は、

『波』であるという評価が大勢を占めてい

るが、近年は必ずしもそうとばかりは言え

ない。むしろ、未完の遺作と見做されてき

た『幕間』こそが、作家としての完成とい

う観点からすると最高傑作と考えるべきで

あるとする昨今の評価の傾向を、１９４２

年以降の研究書を広く調査した上で、実証

的に提示した。 

 

一般に風刺的な小説家として知られてい

る Evelyn Waugh だが、彼の戦争小説３部作

の第１作の主人公 Guy Crouchback は、文字

通り作者の分身と見做されている。その彼

が、戦争体験を通じて自己発見をし、鮮や

かな<変身>を遂げる経緯を作品の中に読み

取ると同時に、作者自身にも作家としての

<変身>が訪れたことを指摘した。 

 

写実的な短編小説である｢コロノスへの

道｣は、作者のフォースターにとってきわめ

て重要な作品である。その理由は、彼の長

編小説におけるテーマと手法の特色が最も

よくあらわれている作品だからである。だ

が、この作品では短編小説でなければ用い

られぬ独特の<どんでん返し>という技法が

駆使されていることを指摘し、併せて<象徴

>という近代的な手法も効果的に活用され

ていることから、作品の完成度を高く評価

した論考である。 

 

戦後のイギリス小説を特徴づけるのは、

伝統への回帰であると言われているが、論

者の見解によれば｢学者小説家｣の活躍も見

逃すことはできない。とりわけ、マルカム･

ブラッドベリーとデイヴィッド･ロッジの

２人の活躍が一際目を引く。本論では、イ

ギリス小説の流れの中にこうした｢学者小

説家｣の系譜が認められるのではないかと

いう仮説を提唱し、E.M.フォースターがそ

の先駆的役割を果たしたと主張している。
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11 「E.M.フォースター 

と同性愛」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 「E.M.フォースター

小論――小説の絶筆

と同性愛をめぐっ

て」 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 「John Fowles の 

世界(Ⅰ)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 ｢文学社会学に関する 

覚え書｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 「John Fowles の 

世界(Ⅱ)」 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

1981 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1982 年 8月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1984 年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1984 年 7月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1989 年 3月 

 

『英語教育』１２月号

  pp.44-45. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Otsuka Review, No.18.
  pp.48-56. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『大妻女子大学文学部

紀要』第１６号 

  pp.15-28. 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ohtuma Review, No.17.
    pp.17-27. 

 

 

 

 

 

 

 

 

『言語文化論集』 

第２８号、pp.39-53. 

 

２０世紀初頭のイギリスを代表する小説

家の一人である E.M.フォースターが、正真

正銘の同性愛者であったことが死後に出版

された長編小説 Maurice（1971）その他に

よって明らかにされた。彼には少なくとも

４人の恋人の存在が確認されている。こう

した伝記的事実を踏まえて、改めて生前に

発表された作品を読み返してみると、新た

な解釈も生まれてくるし、作家像の見直し

を迫られることになると述べている。 

 

フォースターが死後になってからの出版

を許したとされている遺作『モリス』は、

作家をめぐるこれまでの評論や解釈に大幅

の変更を求めることになった。従来、最大

の謎とされてきた１９２４年以降における

小説の絶筆に関して、その理由が彼の同性

愛の性癖にあったのではないかという新し

い解釈を提示した。曖昧模糊とした作家の

人柄や作家としての捉えがたさなども、彼

が同性愛者であったことが主たる理由であ

ると主張している。 

 

現代は｢ポスト･モダニズム｣の時代であ

り、｢メタ･フィクション｣と呼ばれる新しい

小説形式がもてはやされている。この方面

において、イギリスの第一人者とされてい

るのが、John Fowles であることは衆目の

いっちするところである。本論は、彼の初

期の短編２作と長編小説の第１作 The 
Collector(1963) を取り上げ、彼の小説技

法、とりわけ｢複合的視点｣を指摘して、こ

の作品の構造を明らかにした。 

 

「文学は社会を映す鏡である」という考

え方は、自明の理であるにもかかわらず、

このところ比較的おろそかにされてきた。

文学研究、とりわけ小説に関する研究にお

いては、社会的な見地から考察されるべき

であるとの立場から、「文学社会学」を提唱

する。この分野の歴史を概観し、イギリス

流｢文学社会学｣の特質を明確化する必要性

を説いている。 

 

John Fowles の長編小説第２作 The Magus 
(1965)は、自伝的な作品とされているが、

それだけに作家の全体像を把握する上で、

重要な位置を占めている。そこで、この作

品の構造を分析するために、専攻して発表

されている２つの短編作品を検討し、それ

らがこの<自伝小説>の原型となっているこ

とを指摘し、その作品世界が<立体化>され

ていることが特色で、<メタ･フィクション>

の所以であるとする。 
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16 ｢ブルームズベリー･ 

グループと E.M.フォ

ースター――文学社

会学的一考察｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 ｢映画と小説―― 

  Howards End をめぐ

って」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 ｢作家の伝記―― 

  マーガレット･ドラ

ブルのアンガス･ウ

ィルソン伝をめぐっ

て｣ 

 

 

 

 

 

 

 

19 「作家と同性愛―― 

  E.M.フォースターと 

  アンガス･ウィルソ

ン｣ 

 

 

 

 

 

 

 

20 ｢内なる異邦人の目 

―― ティモシー･モ

ウの文学世界｣ 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

1991 年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1993 年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1997 年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2000 年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002 年 4月 

 

『筑波英学展望』 

第１２号、pp.13-24. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『筑波英学展望』 

第１３号、pp.11-25. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『筑波英学展望』 

第１６号、pp.3-12. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『筑波英学展望』 

第１９号、pp.1-19. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『英語圏文学』 

人文書院、pp.396-408.

 

２０世紀初頭のイギリスに発生した｢ブ

ルームズベリー・グループ｣とは何か。まず

は、通説を修正した上で、E.M.フォースタ

ーがこのグループとどのような関係にあっ

たかを明らかにする。その結果、フォース

ターが周辺的な存在であったこと、それに

対してヴァージニア･ウルフはグループの

中心にいたことを確認し、その理由を彼の<

音楽性>に対する彼女を代表とするグルー

プの<絵画性>に帰するという文学社会学的

解釈である。 

 

近年相次いで映画化されているE.M.フォ

ースターの長編小説の中で、最も評判の高

い『ハワーズ･エンド』を取り上げ、映画と

小説の両面から彼の作品世界を考察しよう

とする論考である。映画でなければできな

い表現、逆に小説独自の表現があることを

具体的に指摘しながら、改めて原作の評価

を試みている。この作品には｢欠点認められ

る｣が、意外にも作品の基本構造が緊密であ

り、それが映画化成功の要因にもなってい

ると主張している。 

 

戦後のイギリスを代表する小説家のマー

ガレット･ドラブルが、先輩作家であるアン

ガス･ウィルソンの精密な伝記を出版した。

二人の交流、新事実の紹介、数々の興味あ

るエピソード、フォースターとの関係、旅

行好きの側面など、人間ウィルソンの実像

を浮かび上がらせていることを指摘。究極

的には、伝記ジャンルの問題にからめて、

この｢ウィルソン伝｣出版の意義を述べ、こ

の著作が超一流の伝記文学になっていると

高く評価した。 

 

E.M.フォースター(1879-1970) とアンガ

ス･ウィルソン(1913-1991) の二人は同性

愛者であったが、その死後に発表された各

種の伝記によって、その実体が明らかにさ

れた。まずは、二人の関係がどうであった

か、それぞれの作家としての活動時期、取

り巻く社会環境、生来の性格と考え方など

を紹介し、極めて対照的な生涯であったこ

と、にもかかわらず共に人間的な魅力に満

ちていたことを強く指摘した。 

 

中国系イギリス人作家として、目下注目

の的となっているティモシー･モウの初期

作品２編について論じたもの。第１作『孫

悟空』(1978) は、香港が舞台でポルトガル

青年の異文化体験の物語。第２作『酢豚』

(1982) は、ロンドンでの中国人一家の移民

生活の物語。この２作を通じて、作者のモ

ウが目指している文学世界が、イギリスに

限定されるものではなく、｢英語圏文学｣と

いう新しい方向性を示していると大胆に論

じた。 
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21 ｢逆ユートピアか幻想 

か――アンガス･ウ 

ィルソンの『動物園

の老人たち』をめぐ

って｣ 

 

 

 

 

 

 

22 ｢英語圏文学とは何か 

――J.M.Coetzee の

場合｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2003 年 6月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年 2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『２０世紀英文学 

      再評価』

金星堂、pp.173-190. 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖徳大学 

言語文化研究所『論叢』

１３号、pp.391-426. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンガス･ウィルソンの小説第４作目の

この作品については、従来からその評価が

二分している。論者は、様々な角度から作

品を分析した結果として、｢意欲的な作品｣

との結論を与えている。その理由として、

この作品に作風上の変化、すなわち｢写実｣

から｢実験｣あるいは｢幻想｣へと移りつつあ

ることが認められるという。この｢近未来小

説｣を経たことで、作家の｢リアリズム｣へ回

帰を指摘している。 

 

イギリスの著名な文学賞を二度も受賞し

たばかりでなく、２００３年度のノーベル

文学賞にも輝く、南アフリカ出身の作家

J.M.Coetzee について論じたもの。まず、

作家の生涯と作品いついての紹介から始ま

り、次いで、主要作品についての解説を経

て、彼の代表作とされる『恥辱』(1999) を

中心に、その目指す文学世界が、まさに｢英

語圏文学｣そのものであることを指摘して、

今後の方向性を占っている。 

 

（その他） 

1 項目執筆 

 

 

2 「ウォルター・スコ

ット『獅子王リチャ

ード』」 

 

3 「ウォルター・スコ

ット『アボット』」 

 

4 「現代英米文学を読

む――アラン・シリ

トウ『長距離走者の

孤独』」 

 

5 「文化研究と 

    外国語教育」 

 

6 「外国語教育におけ

る文化研究の役割に

ついて」 

 

7 「イギリス文化研究 

の現状について」 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

1976 年 11月 

 

 

1978 年 9月 

 

 

 

1978 年 11月 

 

 

1984 年 

9月 1日号 

 

 

 

2000 年 3月 

 

 

2001 年 3月 

 

 

 

2002 年 3月 

 

『講談社和英辞典』 

講談社 

 

小学館 

 

 

 

小学館 

 

 

『毎日ウィークリー』

毎日新聞社 

 

 

 

『筑波英語教育』 

第２１号 

 

『筑波英語教育』 

第２２号 

 

 

『筑波英語教育』 

第２３号 

 

清水護・成田成寿(編) 

 

 

作品案内（作家と作品についての解説） 

 

 

 

作品案内（作家と作品についての解説） 

 

 

作者の紹介と作品のあらすじ・その他 

 

 

 

 

巻頭言（２ページ） 

 

 

巻頭言（２ページ） 

 

 

 

巻頭言（２ページ） 

 

 

 

 

 


